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創
立
四
十
周
年
に
あ
た
る
平
成
十
六
年
、

本
学
は
文
部
科
学
省
に
「
岡
山
商
科
大
学
商

学
部
・
法
学
部
・
経
済
学
部
設
置
に
係
る
届

出
書
類
」
を
提
出
し
、
受
理
さ
れ
ま
し
た
（
四

月
九
日
）
。
こ
れ
に
よ
り
、
平
成
十
七
年
四

月
か
ら
、
本
学
は
新
た
に
三
学
部
（
商
学
部
・

法
学
部
・
経
済
学
部
）
四
学
科
（
商
学
科
・

会
計
学
科
・
法
学
科
・
経
済
学
科
）
を
擁
す

る
、
社
会
科
学
系
総
合
大
学
に
生
ま
れ
変
わ

り
ま
す
。�

　
「
社
会
と
呼
吸
す
る
大
学
へ
…
。
」
創
立

以
来
の
教
育
理
念
で
あ
る
「
実
学
」
を
更
に

推
し
進
め
る
べ
く
、
新
生
商
大
の
ス
タ
ー
ト

で
す
。�

平
成
十
七
年
四
月�

新
生
商
大
へ
。�

商
学
・
法
学
・
経
済
学
の
三
つ
の
柱
を
建
て
ま
す
。�
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四
月
三
日
（
土
）
本
学
体
育
館
に
お
い
て
平

成
十
六
年
度
入
学
宣
誓
式
が
挙
行
さ
れ
、
五
百

十
三
名
の
新
入
生
を
迎
え
ま
し
た
。
井
尻
学
長

を
は
じ
め
来
賓
の
西
山
同
窓
会
会
長
等
の
祝
辞

を
受
け
て
、
新
入
生
代
表 

渡
邉
友
太
さ
ん
（
商

学
部
商
学
科
）
は
「
勉
学
に
励
み
、
学
生
と
し

て
そ
の
本
分
を
尽
く
す
こ
と
を
誓
い
ま
す
」
と

力
強
く
宣
誓
し
ま
し
た
。�

新
入
生
迎
え
る�

Topic

1
十
六
年
度�

入
学
宣
誓
式�

「
晴
れ
の
国
、岡
山
」を
ア
ピ
ー
ル�

最
優
秀
賞
に�

金
　
正
敏
さ
ん�

Topic

2
国
観
学
科  

観
光�

案
内
エ
ッ
セ
イ�

力強く宣誓する渡邉友太さん�

　
三
月
二
十
七
日
、
旅

行
作
家
の
野
口
冬
人
、

岡
山
市
観
光
協
会
会
長

岡
崎
彬
両
氏
を
お
迎
え

し
て
、
『
岡
山
の
旅
・

私
の
旅
　
岡
山
県
観
光
案
内
エ
ッ
セ
イ
』
の
審

査
会
が
開
か
れ
、
応
募
総
数
三
十
六
編
（
一
般

の
部
二
十
四
編
・
留
学
生
の
部
十
二
編
・
高
校

生
部
門
〇
編
）
の
中
か
ら
最
優
秀
賞
作
品
一
編

と
佳
作
三
編
が
選
考
さ
れ
ま
し
た
（
敬
称
略
）
。�

▼
最
優
秀
賞�

　
一
般
部
門�

　
　
「
晴
れ
の
国
、
岡
山
」
…
…
…
金
　
正
敏�

　
留
学
生
部
門�

　
　
該
当
作
品
無
し�

▼
佳
作�

　
一
般
部
門�

　
　
「
真
賀
温
泉
」
…
…
…
…
…
…
清
水
　
修�

　
　
「
お
み
や
げ
に
で
き
な
い
和
菓
子
」�

　
　
　
　
　
　
　
　
…
…
…
…
…
山
吹
美
代
子�

　
留
学
生
部
門�

　
　
「G

reen T
ourism

」
…
…
張
　
在
基�

　
審
査
に
あ
た
り
ト
ラ
ベ
ル
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム

が
ご
専
門
の
野
口
先
生
か
ら
エ
ッ
セ
イ
に
つ
い

て
の
貴
重
な
ご
助
言
を
頂
き
ま
し
た
。
幾
つ
か

ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。�

○
単
な
る
観
光
案
内
に
終
わ
る
こ
と
な
く
、
そ

の
場
所
を
訪
れ
て
ど
の
よ
う
に
感
じ
た
か
表

現
で
き
て
い
る
も
の
が
エ
ッ
セ
イ
と
し
て
優

れ
て
い
る
。�

○
資
料
と
し
て
非
常
に
優
れ
た
も
の
が
多
数
あ

る
が
、
作
者
の
私
見
が
な
い
こ
と
が
残
念
で

あ
る
。�

○
旅
行
体
験
に
は
、
訪
れ
た
と
こ
ろ
を
全
て
書

く
必
要
は
無
い
、
特
に
印
象
深
か
っ
た
所
を

詳
細
に
。�

○
ど
こ
か
で
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
話
で
は
な
く
、

自
分
に
し
か
書
け
な
い
こ
と
を
文
章
に
。�

　
エ
ッ
セ
イ
を
ご
応
募
下
さ
っ
た
方
々
に
は
心

よ
り
感
謝
致
し
ま
す
と
と
も
に
、
微
力
で
は
あ

り
ま
す
が
、
本
観
光
エ
ッ
セ
イ
募
集
が
岡
山
県

の
今
後
の
観
光
発
展
に
貢
献
で
き
る
こ
と
を
願

っ
て
お
り
ま
す
。
（
六
ペ
ー
ジ
へ
金
さ
ん
の
受

賞
作
掲
載
）�

　
岡
山
経
済
同
友
会
の
協
力
に
よ
り
、
岡
山
県

下
の
有
力
企
業
の
ト
ッ
プ
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
を

招
い
て
講
義
を
行
う
経
営
学
特
殊
講
義
が
今
年

度
も
開
講
、
多
く
の
学
生
が
受
講
し
人
気
を
集

め
て
い
ま
す
。�

　
倉
敷
国
際
ホ
テ
ル
社
長 

坂
口
正
行
氏
「
私
の

経
営
理
念
」
／
中
国
電
力
岡
山
支
社
長 

灘 

和

憲
氏
「
変
わ
り
ゆ
く
電
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
構

造
」
な
ど
、
興
味
深
い
テ
ー
マ
が
掲
げ
ら
れ
て

お
り
、
前
期
終
了
後
に
は
講
師
の
方
々
の
企
業

を
訪
問
し
、
学
ん
だ
こ
と
を
実
際
に
体
験
で
き

る
「
オ
ー
プ
ン
カ
ン
パ
ニ
ー
」
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。�

　
ま
た
、
普
段
の
講
義
以
上
に
受
講
マ
ナ
ー
が

求
め
ら
れ
る
の
も
当
講
義
の
特
徴
。
「
遅
刻
は

一
切
認
め
ま
せ
ん
」
と
担
当
の
富
永
教
授
。
マ

ナ
ー
や
心
構
え
も
学
ぶ
講
義
で
す
。�

実
務
者
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ぶ�

ト
ッ
プ
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
招
く�

Topic

3
経
営
学
特
殊
講
義�

　
昨
年
度
、
安
藤
忠
雄
氏
や
養
老
孟
司
氏
ら
の

講
演
で
好
評
を
得
た
「
夕
学
五
十
講
」
が
、
岡

山
商
工
会
議
所
・
西
大
寺
商
工
会
議
所
と
の
共

催
で
「
夕
学
講
座
」
と
し
て
開
講
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
二
〇
〇
四
年
前
期
は
、
道
路
公
団
改
革
で
著

名
な
猪
瀬
直
樹
氏
、
評
論
家
と
し
て
知
ら
れ
る

佐
高
信
氏
な
ど
の
講
演
が
行
わ
れ
、
好
評
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。�

　
七
月
七
日
に
は
慶
應
義
塾
大
学
・
金
子
勝
教

授
に
よ
る
「
反
デ
フ
レ
、
反
バ
ブ
ル
の
思
想
」
、

七
月
八
日
に
は
慶
應
義
塾
大

学
大
学
院
・
奥
村
昭
博
教
授

に
よ
る
「
ベ
ン
チ
ャ
ー
が
日

本
を
変
え
る
」
の
講
演
を
予

定
し
て
い
ま
す
。�

　
受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

社
会
総
合
研
究
所
（
０
８

６
│

２
５
６
│

６
６
５
６
）

ま
で
。�

名
称
改
め�

二
〇
〇
四
年
前
期
開
催
中�

Topic

4
夕
学
講
座�

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
・
キ
ャ
ン
プ�

有
意
義
だ
っ
た
交
流�

Topic

5
国
観
観
光
学
科�

　
昨
年
に
引
き
続
き
、
今
年
も
国
際
観
光
学
科

が
「
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
・
キ
ャ
ン
プ
」
を

開
催
し
ま
し
た
。�

　
新
入
生
同
士
や
新
入
生
と
教
員
と
の
親
睦
を



足立　正常氏�

杉田　淳子氏�

植月　　徹氏�

篠　　敏雄氏�

近藤篤三郎氏�

　
学
校
法
人
吉
備
学
園
は
本
学
の
教
育
・
学
術

上
の
活
動
に
功
績
が
あ
っ
た
と
し
て
、
平
成
十

六
年
四
月
一
日
付
け

で
岡
山
商
科
大
学
名

誉
教
授
の
称
号
を
授

与
し
ま
し
た
。�

名
誉
教
授
に
五
名�

　
商
学
部 
岩
橋
邦
彦
教
授
が
、
岡
山
県
陸
上
競

技
協
会
か
ら
栄
章
功
労
章
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

長
年
に
わ
た
り
競
技
委
員
長
と
し
て
陸
上
競
技

会
運
営
に
尽
力
し
た
こ

と
が
評
価
さ
れ
た
も
の

で
す
。
岩
橋
教
授
は
「
今

後
と
も
、
こ
の
章
に
恥

じ
な
い
よ
う
、
陸
上
界

発
展
の
た
め
に
精
進
努

力
し
て
い
き
た
い
」
と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。�

商
学
部
　
岩
橋
教
授�

岡
山
陸
連
か
ら
功
労
章�

Topic

10

8
Topic

　
平
成
十
六
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
が
採
択

さ
れ
、
新
た
に
商
学
部 

飯
島
祥
二
教
授
が
補
助

金
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。�

萌
芽
研
究�

商
学
部
　
教
授
　
飯
島
祥
二�

「
都
市
街
路
景
観
色
彩
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に�

　
関
す
る
観
光
政
策
・
比
較
政
策
的
基
礎
研
究
」�

新
規
採
択
一
名�

Topic

9
科
学
研
究
費�

補
助
金�

オリエンテーリングで優勝したチームです�

　
広
く
学
術
研
究
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
本
学
教
員
が
執
筆
し
、
年
一
回

発
行
し
て
い
る
「
岡
山
商
科
大
学
学
術
研
究
叢

書
」
。
そ
の
第
六
巻
と
し
て
商
学
部
助
教
授 

西

山
徹 

著
『
ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
ス
ウ
ィ
フ
ト
と
重
商

主
義
』
が
三
月
三
十
日
発
行
さ
れ
ま
し
た
。�

     �発
行
に
寄
せ
て
　
　
　
　
　  

西
山
　
徹�

　
十
七
、
十
八
世
紀
の
経
済
的
議
論
で
あ
っ
た

重
商
主
義
は
作
家
ス
ウ
ィ
フ
ト
の
認
識
に
も
浸

透
し
て
い
た
。
本
書
は
新
経
済
批
評
の
成
果
を

ふ
ま
え
つ
つ
、
ス
ウ
ィ
フ
ト
の
著
作
と
重
商
主

義
と
の
絡
ま
り
合
い
を
読
み
解
い
て
い
く
試
み

で
あ
る
。
本
書
の
議
論
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
て

く
る
の
は
、
ス
ウ
ィ
フ
ト
は
、
異
質
な
顕
在
内

容
を
示
す
文
学
的
テ
ク
ス
ト
と
経
済
的
テ
ク
ス

ト
が
共
通
の
潜
在
内
容
と
し
て
持
っ
て
い
る
比

喩
や
虚
構
を
引
き
ず
り
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
重

商
主
義
が
想
定
し
て
い
る
「
現
実
」
の
フ
ィ
ク

シ
ョ
ン
性
を
暴
き
出
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。�

西
山 

徹 

助
教
授�

Topic

7
学
術
研
究
叢
書�

第
六
巻
発
行�

深
め
、
新
し
い
環
境
に
早
く
慣
れ
て
も
ら
う
こ

と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
新
入
生
お
よ
び
編
入

生
五
十
名
の
ほ
か
教
員
・
在
学
生
が
参
加
し
、

四
月
十
七
日
（
土
）
〜
十
八
日
（
日
）
備
前
市

の
「
岡
山
県
青
少
年
セ
ン
タ
ー
閑
谷
学
校
」
で

行
い
ま
し
た
。�

　
キ
ャ
ン
プ
初
日
は
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
ポ

ス
ト
（
隠
さ
れ
た
印
）
を
探
し
な
が
ら
で
き
る

だ
け
早
く
ゴ
ー
ル
を
目
指
す
「
オ
リ
エ
ン
テ
ー

リ
ン
グ
」
を
行
い
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
競
い
ま

し
た
。
ま
た
、
夕
食
後
は
数
人
が
一
組
に
な
っ

て
お
互
い
を
紹
介
し
あ
う
「
他
己
紹
介
」
を
は

じ
め
、
お
菓
子
と
ジ
ュ
ー
ス
を
挟
ん
だ
お
し
ゃ

べ
り
で
楽
し
み
ま
し
た
。�

　
二
日
目
は
セ
ン
タ
ー
職
員
の
方
に
案
内
し
て

い
た
だ
き
、
世
界
遺
産
へ
の
登
録
を
目
指
す
「
閑

谷
学
校
」
を
見
学
し
、
岡
山
県
の
歴
史
の
一
部

を
学
び
ま
し
た
。�

　
後
日
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
多
く
の
人
が
「
友

人
と
の
交
流
が
で
き
た
」
「
教
員
と
の
交
流
が

で
き
た
」
「
国
際
交
流
が
で
き
た
」
「
今
後
の

学
生
生
活
に
有
益
で
あ
る
」
「
今
後
も
継
続
す

べ
き
だ
」
と
回
答
し
、
と
く
に
「
友
人
と
の
交

流
」
「
国
際
交
流
」
「
今
後
の
学
生
生
活
」
の

項
目
に
対
す
る
評
価
は
高
く
、

八
割
以
上
が
「
今
後
も
継

続
す
べ
き
だ
」
と
し
て
い

ま
す
。
新
入
生
ら
が
大
学

生
活
を
始
め
る
上
で
大
き

な
意
義
が
あ
る
活
動
と
な

り
ま
し
た
。�

（
文
責
／
国
際
観
光
学
科
）�

　
経
済
学
科
に
は
今
年
の
四
月
、
二
つ
の
専
攻

が
誕
生
し
ま
し
た
。
そ
の
一
つ
が
経
済
情
報
専

攻
で
す
。
経
済
学
を
学
問
の
ベ
ー
ス
と
し
、
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
・
管
理
・
運
営
能
力
を
基

礎
知
識
と
し
て
身
に
付
け
、
ビ
ジ
ネ
ス
分
野
で

の
活
用
能
力
を
持
つ
人
材
の
育
成
を
目
指
し
て

い
ま
す
。�

　
一
年
次
で
は
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
・
オ
フ
ィ
ス

の
五
つ
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
に
精
通

す
る
と
と
も
に
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
基
本
や
Ｖ

Ｂ
（
ビ
ジ
ュ
ア
ル
ベ
ー
シ
ッ
ク
）
の
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
技
術
を
習
得
す
る
こ
と
な
ど
を
主
な
目

標
に
掲
げ
て
い
ま
す
が
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
系
の

ソ
フ
ト
の
演
習
の
た
め
に
「
イ
ブ
ニ
ン
グ
セ
ミ

ナ
ー
」
と
い
う
新
し
い
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
ま

し
た
。
イ
ブ
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
は
毎
夕
開
講
さ

れ
る
正
規
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
外
の
演
習
形
式
セ

ミ
ナ
ー
で
１
５
０
分
を
確
保
し
て
い
ま
す
。
基

礎
か
ら
特
進
ま
で
の
ク
ラ
ス
を
用
意
し
て
お
り
、

各
学
生
は
自
分
の
習
熟
状
況
に
合
わ
せ
て
ク
ラ

ス
を
選
択
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
ま
た
学
生
一
人
ず
つ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
作

成
し
、
全
教
員
の
共
通
認
識
の
元
に
各
学
生
の

特
性
に
応
じ
た
き
め
細
か
い
教
育
を
行
う
と
と

も
に
、
保
護
者
の
方
々
と
も
「
経
済
情
報
専
攻

通
信
」
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
や
説
明
会
を

通
じ
て
各
学
生
の
近
況
報
告
や
意
見
交
換
を
行
い
、

専
攻
で
の
教
育
に
参
加
し
て
頂
い
て
い
ま
す
。�

（
法
経
学
部
　
教
授
　
佐
井
至
道
）�

Topic

6
経
済
学
科�

経
済
情
報
専
攻�

イ
ブ
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
を
導
入
し�

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
人
材
の
育
成�



●
学
友
会
　
新
歓
行
事�

「
湧
気
☆
藹
々
」
と
！�

わ
　 

き        

あ
い
あ
い�

　
四
月
二
十
四
日
（
土
）
、
学
生
会
館
二

階
で
恒
例
と
な
っ
た
新
入
生
歓
迎
行
事
「
湧

気
☆
藹
々
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
お
笑

い
ラ
イ
ブ
あ
り
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
あ
り
と

盛
り
だ
く
さ
ん
。
参
加
し
た
六
十
名
の
新

入
生
は
ま
さ
に
和
気
（
湧
気
）
藹
々
！
楽

し
い
午
後
の
ひ
と
時
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。�

特待生奨学金  �

兒玉　博明  �

易　　　玲・岡本　夏織・柴原　隆介�

　橋　誠治  �

尾嵜　真彦・杉村　智徳・張　  永梅�

大月　大典  �

高見　敏弘・古谷　和也・村川　由美�

菅野　公美・保子　幸恵 �

　橋　繁夫  �

張　　成鵠  �

秋山　勝哉・田中　宏和  �

肖　　武軍  �

張　　在基  �

梶原　　文  �

石田　和也  �

古川　貴之・森田　志織 �

土井　健司・川上　恵実 �

清水　吉朗  �

平野　純也  �

仁柿　雅裕・勝瀬　　繭 �

塩田　隆一・栗原　崇之 �

高艸　芳康  

特待生特別奨学金�

─�

田中　麻依
�

�

木村　直士
�

�

吉村　幸人
�

�

佐藤　雅浩�

廖　  国娟�

森岡　誉直�

姜　　　麗�

陳　　小紅�

藤原実希子�

─�

長久　真子�

片山　聖三�

小野　裕子�

─�

城市　浩輔�

下口　栄孝�

野瀬　健司�

学年�

1年�

2年
�

�

3年
�

�

4年
�

�

2年�

3年�

4年�

2年�

3年�

4年�

1年�

2年�

3年�

4年�

1年�

2年�

3年�

4年�

学 　 科�

�

�

�

商�

�

�

�

�

産 業 経 営�

�

�

国 際 観 光�

�

�

法
�

�

�

�

経 済�

平成16年度奨学金受給者が決定しました�

おめでとうございます！�

●
柔
道
部�

中
四
国
王
座
を
死
守�

　
苦
し
み
な
が
ら
も
王
座
を
死
守
。
五
月

二
十
九
日
（
土
）
岡
山
武
道
館
で
開
催
さ

れ
た
中
国
四
国
学
生
柔
道
優
勝
大
会 

団
体

の
部
で
、
柔
道
部
が
厳
し
い
接
戦
を
制
し

中
四
国
地
区
で
優
勝
し
ま
し
た
。�

　
近
年
、
中
四
国
で
は
向
か
う
と
こ
ろ
敵

無
し
！
の
商
大
柔
道
部
。
し
か
し
、
本
大

会
で
は
準
決
勝
の
松
山
大
学
、
決
勝
の
徳

山
大
学
、
い
ず
れ
も
大
将 

菊
川
（
法
四
）

ま
で
雌
雄
が
持
ち
越
さ
れ
る
苦
し
い
展
開
。

「
王
者
危
し
」
と
の
声
の
中
、
菊
川
は
い

ず
れ
も
冷
静
に
一
本
勝
ち
を
収
め
、
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
の
座
を
守
り
切
り
ま
し
た
。�

学
生
の
た
め
の�

談
話
室
が
で
き
ま
し
た�

　
学
生
専
用
の
談
話
室
が
二
号
館
一
階
に

開
設
さ
れ
ま
し
た
。
喫
煙
室
と
禁
煙
室
そ

れ
ぞ
れ
一
部
屋
、
「
学
生
の
く
つ
ろ
ぐ
場

所
の
確
保
を
」

と
の
要
望
を
受

け
た
も
の
で

す
。
マ
ナ
ー
を

守
れ
ば
何
に
使

っ
て
も
Ｏ
Ｋ
！

快
適
な
お
し
ゃ

べ
り
の
場
に
育

て
ま
し
ょ
う
。�

●
１
２
７
名
　
新
入
留
学
生
迎
え
て�

　
目
に
も
艶
や
か
な
チ
ャ
イ
ナ
ド
レ
ス
、

華
麗
な
チ
マ
チ
ョ
ゴ
リ
の
舞
！
五
月
二
十

日
（
木
）
学
生

会
館
で
開
催
さ

れ
た
新
入
留
学

生
の
歓
迎
会

は
、
美
し
い
民

族
衣
装
の
競
艶

と
な
り
ま
し

た
。
会
場
の
学

生
会
館
二
階
食

堂
は
参
加
し
た

学
生
、
教
職
員

で
ほ
ぼ
満
員
の

状
態
。
国
境
を

越
え
た
親
睦
の

輪
が
あ
ち
こ
ち

に
広
が
っ
て
い

ま
し
た
。�

・�

華
麗
な�

民
族
衣
装
の
競
艶
！�

・�



○エイズウイルスは、血液・精液・膣分泌液・

母乳に含まれます�

○７割以上が性行為によって感染し、予防

にはコンドームが有効�

○約10年間の潜伏期間を経て感染者の50％

が発症�

○特効薬はなく発症後３～５年の内に死亡�

○性感染症（ＳＴＤ）に感染するとエイズ

に感染しやすくなる�

※エイズ・性感染症の無料・匿名検査は　�

岡山市保健所保健課　エイズ・性感染症ホ

ットライン 086－803－1269 まで（厚生課）�

エイズ（後天性免疫不全症候群）�
って何？�
正しい知識を持って�
明るい生活を送りましょう！�

　図書館では、「学生時代に何の勉学に力

を注ぐか！」「大学時代にしておかなけれ

ばならないこと」など、商大でとことん学

び将来社会に巣立っていく皆さんにとって、

より有意義に学生生活を送るためのヒント

が得られる図書や、様々な資料を収集して

います。この機会に読書や視聴覚機器の利

用を通して、あなた自身で心豊かな・充実

した気持ちを形成していってください！�

読書を楽しもう！�
図書館�

　この４月から、学生・教職員の健康、非

喫煙者への配慮から学生食堂（学生会館１・

２階、井尻記念館２階）および７号館（６

～８階ロビーを除く）を新たに禁煙場所に

指定しました。�

　気管支系の疾患を持つ人にとって、タバ

コの煙は辛く、苦しいもの。周囲への心遣

いは、喫煙者として最低限のマナーです。

たとえば喫煙場所であっても多くの人が行

きかう中での歩きタバコは他人に火傷を負

わせる危険性があり、自粛すべきではない

でしょうか？�

　健康増進法の施行など、社会的にタバコ

を吸わない人が気持ちよく暮らすことがで

きる環境作りが叫ばれています。�

～タバコを手にした一瞬、あなたの優
しい気配りを周りの人に分けてあげて
ください！～�

学生食堂・七号館禁煙�
皆の力でクリーンキャンパスを！�
学生課�
�

2号館号館�
談話室談話室（１）�
2号館�
談話室（１）�

井尻記念館井尻記念館  1  1階売店、階売店、2階食堂階食堂�井尻記念館  1階売店、2階食堂�

学生会館学生会館�
1・2階食堂階食堂�
学生会館�

1・2階食堂�

図書館図書館�図書館�

体育館体育館2階、階、トレーニング室�体育館2階、トレーニング室�
7号館号館�
（6～8階ロビー除く）�
7号館�
（6～8階ロビー除く）�

8号館号館�8号館�

※教室内は全て禁煙�

　
私
は
、
二
〇
〇
二
年
度
か
ら
二
〇
〇
三
年
度
ま
で
の
二
年
間
、
教
務

部
の
次
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
こ
の
二
年
間
は
商
大
の
大
変

革
期
に
あ
た
り
、
私
の
最
初
の
仕
事
は
、
部
長
を
サ
ポ
ー
ト
し
な
が
ら
、

商
大
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
す
る
と
い
う
大
変
骨
の

折
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
私
は
、
こ
こ
で
「
大
学
教
育
」
の
あ
り
方
を

深
く
考
え
る
機
会
を
得
た
。
改
革
の
議
論
の
中
で
、
私
が
重
要
と
考
え

た
の
は
、
「
教
養
教
育
の
あ
り
方
」
で
あ
る
。
「
教
養
教
育
」
は
大
学

教
育
の
本
質
と
考
え
る
。
し
か
し
、
そ
の
「
教
養
教
育
」
の
中
身
を
問

わ
れ
る
と
、
そ
れ
に
答
え
る
こ
と
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
。
こ
こ
で
は
、

私
の
専
門
領
域
で
あ
る
「
経
済
学
」
を
例
に
と
り
、
こ
の
問
題
を
考
え

て
み
た
い
。�

　
現
代
の
経
済
学
の
主
流
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
「
市
場
」
を
絶
対

視
す
る
「
新
古
典
派
」
で
あ
る
。
し
か
し
、
「
現
代
の
新
古
典
派
」
の

主
張
す
る
「
市
場
万
能
的
考
え
方
」
が
「
新
古
典
派
」
の
基
本
的
考
え

方
で
あ
る
と
結
論
づ
け
て
し
ま
う
こ
と
に
対
し
て
は
、
慎
重
な
配
慮
が

必
要
で
あ
る
。
例
え
ば
、
マ
ー
シ
ャ
ル
は
経
済
学
に
初
め
て
「
外
部
経
済
」

の
概
念
を
導
入
し
た
経
済
学
者
で
あ
る
が
、
マ
ー
シ
ャ
ル
は
需
給
均
衡

理
論
に
代
表
さ
れ
る
新
古
典
派
の
「
核
」
を
保
持
し
つ
つ
も
、
現
実
の

経
済
に
対
峙
す
る
と
き
は
、
常
に
制
度
や
歴
史
へ
の
配
慮
を
怠
ら
な
か

っ
た
。
そ
の
弟
子
の
ピ
グ
ー
は
、
逆
に
「
外
部
不
経
済
」
の
概
念
を
導

入
し
、
外
部
不
経
済
が
発
生
す
る
場
合
は
、
企
業
が
負
担
す
る
「
私
的

費
用
」
と
社
会
全
体
が
担
う
「
社
会
的
費
用
」
と
の
間
に
乖
離
が
生
ず

る
の
で
、
政
府
が
そ
の
差
額
を
企
業
へ
の
課
税
に
よ
っ
て
埋
め
る
べ
き

だ
と
主
張
し
た
。
い
わ
ゆ
る
「
ピ
グ
ー
税
」
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
ピ
グ

ー
は
資
源
配
分
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
し
て
の
市
場
機
構
は
必
ず
し
も
万
能

で
な
い
と
認
識
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
「
元
祖
新
古
典
派
」
は
、
マ
ー

シ
ャ
ル
に
せ
よ
、
そ
の
弟
子
の
ピ
グ
ー
に
せ
よ
、
「
市
場
経
済
の
論
理
」

を
尊
重
し
つ
つ
、
そ
こ
に
お
さ
ま
り
き
ら
な
い
諸
要
素
へ
の
配
慮
を
慎

重
に
示
し
た
の
で
あ
る
。�

　
こ
の
よ
う
な
経
済
学
者
の
現
実
社
会
に
対
す
る
態
度
を
見
る
と
き
、
我
々

は
「
市
場
」
の
外
部
に
あ
り
、
し
か
し
、
実
は
「
市
場
」
を
支
え
て
い

る
「
制
度
」
や
「
文
化
」
な
ど
の
重
要
性
を
再
認
識
す
る
。
こ
の
よ
う

な
「
再
認
識
」
は
、
「
新
古
典
派
」
の
通
説
を
「
相
対
化
」
す
る
こ
と

か
ら
始
ま
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
「
学
習
態
度
」
が
「
教
養
を
学
ぶ
」

ス
タ
ン
ス
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
経
済
学
の

教
育
を
考
え
る
と
、
経
済
学
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
お
い
て
は
、
ミ
ク
ロ

経
済
学
・
マ
ク
ロ
経
済
学
な
ど
の
必
須
科
目
の
他
に
、
広
い
意
味
で
の
「
社

会
科
学
」
や
「
社
会
思
想
」
な
ど
を
学
べ
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

こ
れ
が
、
「
経
済
学
」
に
お
け
る
「
教
養
」
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。�

「経済学における教養とは何か」�

エッセー
数珠つなぎ

法経学部教授　多田憲一郎�



　平成15年度の就職内定率は92.6％。平成14年度の88.4％から4.2％の上昇です。これの要因として景

気回復も挙げられますが、本学が実施している低学年からの就職支援と徹底した個人指導の成果だと

考えております。�

　先ほど景気回復のことを触れましたが、総務庁の統計調査では、今年２月時点の就職者数は6,209

万人、昨年同月比で16万人増加です。完全失業者数は330万人で、昨年同月比19万人の減少。雇用状

況は上向いていると言えるでしょう。しかし、新卒未就職者数は15万人。昨年同月比１万人の増加です。

これは、企業が採用人数を増やしてはいるもののバブル時代のように頭数をそろえる新卒求人をして

いないからです。20人の採用予定であっても求める人材がいなければ１人も採用しないという企業も

あります。つまり質を重視した採用は今までと同じ。足りない人材は派遣社員・パート社員で対応し

ます。社会は就職意欲の低い者に働く場を与えてくれません。�

　就職課では低学年次に社会を知ってもらい、これを礎に「働く意義」を感じ取ってもらう就職支援、３年次では就職活動を始めるにあたっての技術・

心構えを伝授、就職活動中の４年生へはキャリアアドバイザーとして１人ひとりの相談に応じています。�

平成15年度  就職内定率92.6％�
雇用情勢 徐々に上向くものの�
「質」重視の採用続く�
�

内定率�
92.6%�
90.7%�
92.2%�
91.7%�
80.0%�
90.9%�
100.0%�
89.9%�
95.3%�
95.9%�
100.0%�
96.4%�
92.5%�
50.0%�
90.9%�
93.3%�
89.2%�
92.6%

就職決定者�
162�
39�
201�
66�
4�
70�
25�
16�
41�
47�
6�
53�
49�
1�
50�
349�
66�
415

就職希望者数�
175�
43�
256�
72�
5�
77�
25�
18�
43�
49�
6�
55�
53�
2�
55�
374�
74�
448�
73.2％�

�
229�
54�
283�
95�
7�
102�
42�
30�
72�
67�
6�
73�
78�
4�
82�
511�
101�
612�

就職希望率�

�
男�
女�
計�
男�
女�
計�
男�
女�
計�
男�
女�
計�
男�
女�
計�
男�
女�
計�

学　科�
�
商 学 科�
�
�
産業経営学科�
�
�
国際観光学科�
�
�
法 学 科�
�
�
経済学科�
�
�
全  体�

卒業予定者数�

平成15年度就職状況�

平　均�
86.7%�
74.1%

平成15年度�
92.6%�
73.2%

平成14年度�
88.4%�
73.8%

平成13年度�
85.0%�
72.1%

平成12年度�
84.1%�
75.0%

平成11年度�
85.1%�
76.2%

�
就職決定率�
就職希望率�

過去5年間の就職状況�

　経済状況に好転の兆しが見られるとはいえ、まだまだ「就職氷河期」

は続いています。これから就職活動を始める皆さん、この状況を乗り

切るために何から始めますか？そう、まずは自己分析から始めましょう。

「敵を知るにはまず己（おのれ）から」という諺のとおり、自分自身

を知らないと、どんな職種や職業に就けばいいか分からず、気がつけ

ばフリーター等になってしまう一因になりかねません。�

　一度「自分」という人間を様々な角度から研究、分析してみましょう。

方法は簡単です。まずは自分で思っている性格や長所、短所などを
箇条書きで書き出してみてください。また、身近な人に「僕（私）
ってどんな人間？」と尋ねてみてください。そうすれば、今まで
に気付かなかった意外な一面、魅力的な一面を持った「あなた」がき

っと見えてくるはずです。さあ、「自分探しの旅」、第２便の出発です！�

自己分析のススメ！！�

　
岡
山
は
広
島
と
神
戸
の
間
に
位
置
す
る
、
と
て
も
日
本

的
な
趣
を
感
じ
さ
せ
る
魅
力
的
な
小
都
市
で
す
。
ソ
ウ
ル

か
ら
一
時
間
半
の
空
の
旅
に
身
を
任
せ
れ
ば
、
か
け
が
え

の
な
い
思
い
出
と
な
る
新
し
い
世
界
と
出
合
う
こ
と
に
な

る
で
し
ょ
う
。�

　
岡
山
に
は
日
本
の
美
と
長
い
歴
史
が
息
づ
い
て
い
ま
す
。

日
本
三
名
園
の
一
つ
で
あ
る
後
楽
園
、
江
戸
時
代
の
趣
を
伝
え
る
岡
山
城
、

そ
し
て
世
界
一
の
瀬
戸
大
橋
を
訪
れ
た
こ
と
、
ま
た
、
日
本
で
一
番
お
い

し
い
果
物
、
白
桃
と
マ
ス
カ
ッ
ト
の
味
は
、
い
つ
ま
で
も
忘
れ
る
こ
と
が

出
来
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
名
所
・
特
産
物
の
中
で
も
、
特
に

自
信
を
持
っ
て
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
所
は｢

八
塔
寺
村｣

で
す
。�

　
八
塔
寺
村
は
、
ド
イ
ツ
の
旅
行
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
、
外
国
人
が
泊
ま
り

た
い
日
本
の
宿
一
〇
〇
選
に
選
ば
れ
る
と
共
に
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ
ム

ズ
で
特
集
記
事
が
組
ま
れ
る
ほ
ど
、
国
際
的
に
認
め
ら
れ
た
名
所
で
、
存

分
に
日
本
情
緒
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
所
で
す
。
約
一
二
〇
年
前
の
農

家
を
修
復
し
た
八
塔
寺
ヴ
ィ
ラ
に
は
、
日
本
の
伝
統
的
な
畳
の
部
屋
や
囲

炉
裏
（
部
屋
の
中
で
火
を
起
こ
す
た
め
の
四
角
に
仕
切
っ
た
所
）
、
風
呂

場
な
ど
が
あ
り
、
日
本
の
伝
統
的
な
生
活
様
式
を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
同
時
に
、
壁
に
飾
ら
れ
た
書
を
鑑
賞
す
る
こ
と
も
出
来
ま
す
。�

　
私
が
そ
こ
を
訪
れ
た
の
は
秋
で
し
た
。
コ
ス
モ
ス
と
黄
金
色
の
稲
が
韓

国
の
田
舎
に
来
た
よ
う
な
安
ら
か
さ
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。
入
っ
た
瞬
間
、

誰
も
が
皆
「
あ
…
日
本
ら
し
い
」
、
と
い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
特
に
、

囲
炉
裏
の
炭
が
は
じ
く
音
に
、
胸
の
中
の
懸
念
が
消
え
去
る
よ
う
な
感
じ

を
受
け
ま
す
。
こ
お
ろ
ぎ
の
声
が
聞
え
る
中
で
、
様
々
な
国
か
ら
の
旅
人

た
ち
と
仲
睦
ま
じ
く
話
を
す
る
の
も
楽
し
い
こ
と
で
す
。�

　
八
塔
寺
村
か
ら
の
帰
途
に
は
、
閑
谷
学
校
を
訪
れ
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

木
造
建
築
で
は
世
界
最
古
（
十
七
世
紀
建
造
）
の
儒
教
の
学
校
で
す
。
閑

谷
学
校
の
建
物
、
大
き
な
楷
の
木
、
広
い
芝
生
、
そ
れ
ら
を
見
る
時
、
日

本
の
人
が
過
去
の
遺
産
を
保
存
す
る
姿
に
心
打
た
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。�

　
多
く
の
人
々
は
東
京
や
大
阪
の
よ
う
な
大
都
市
を
見
て
日
本
と
言
い
ま
す
。

し
か
し
、
伝
統
的
な
日
本
の
姿
に
触
れ
る
こ
と
で
、
現
代
的
な
大
都
市
の

姿
に
隠
さ
れ
た
日
本
の
真
の
姿
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
に
違
い
あ
り
ま

せ
ん
。
果
物
が
お
い
し
い
だ
け
で
な
く
、
人
情
も
厚
い
、
岡
山
。�

　
晴
れ
の
国
、
岡
山
で
素
敵
な
思
い
出
を
作
っ
て
く
だ
さ
い
。�

（
編
注
／
原
文
ハ
ン
グ
ル
）�

岡山県観光案内エッセー�

｢

晴
れ
の
国
、岡
山｣�

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

金
　
正
敏�

�一般の部最優秀賞受賞作�



新任教員紹介�

岡山商科大学収支決算内訳表�

人事異動�

専門は文学と比較文化論です。学生諸君の将来のよき人生
のために手を貸すことが最大の希望です。�

商学部  教授　三宅忠明�

�

経営学総論や労務管理論を担当します。新任らしくフレッシュな
気持ちで授業したいと思います。よろしくお願いします。�

商学部  教授　山口博幸�

�

商学部  招聘助教授　季素萍�

「一日に千里を駈ける駿馬になれなくても、一日十里を千
日歩き続けられる駄馬になりたい。」�

法経学部  講師　小原将照�

教えられることばかりですが、学生の皆さんの声に耳を傾けな
がら、わかりやすい講義ができる教員を目指しています。�

法経学部  講師　下田大介�

講義の準備に追われ、今は教えることの難しさを痛感しています。
初めての岡山での生活。どんどん岡山のステキな所を発掘し
ていこうと思います。�

法経学部  講師　森元早苗�

�

年齢65才つまり定年経験。昔（若かりし頃）音楽（家）をして
いたが、現在、専攻は税法。前任校で早くから、率先して、「社
会人教育」・「大学院教育」重視の制度改革を推進した。�

大学院  専任教授　石島　弘�

学生にとって出席する価値のある面白い授業をしよう！と、思
うだけなら簡単でしたが現実は…。学生と共に学ぶ姿勢でが
んばります。�

法経学部  講師　加藤摩耶�

○3月31日付�
退　職�
〔商学部〕�
　教　　　授／植月　　徹�
　教　　　授／杉田　淳子�
　教　　　授／竹内　哲郎�
　招聘助教授／楊　　暁塘�
〔法経学部〕�
　教　　　授／近藤篤三郎�
　教　　　授／篠�　敏雄�
　教　　　授／足立　正常�
　教　　　授／小島　　孝�
　教　　　授／土生　芳人�
　教　　　授／上野　雅和�
　教　　　授／片山　信弘�
　教　　　授／石松　　勉�
〔社会総合研究所〕�
　課長補佐／安田　角治�
〔附属図書館〕�
　主　　　任／箕浦　栄子�
　主　　　任／春田　一保�
〔総務企画課〕�
　事務職員／前田　裕一�
〔厚生課〕�
　嘱託職員／馬場わかな�
退　任�
〔法学研究科〕�
　法学研究科長／片山　信弘�
〔経済学研究科〕�
　経済学研究科長／長尾　周也�
〔法経学部〕�
　経済学科長／長尾　周也�
〔教務部〕　�
　次　　　長／多田憲一郎�
〔社会総合研究所〕�
　特別研究員／砂川　和泉�
○4月1日付�
採　用�
〔商学部〕�
　教　　　授／三宅　忠明�
　教　　　授／山口　博幸�
　招聘助教授／李　　素萍�
〔法経学部〕�
　講　　　師／小原　将照�
　講　　　師／下田　大介�
　講　　　師／森元　早苗�
　講　　　師／加藤　摩耶�

〔大学院〕　�
　専任教授／石島　　弘�
〔厚生課〕�
　嘱託職員／小山　恭子�
〔附属図書館〕�
　嘱託職員／箱島　希美�
昇　任�
〔商学部〕�
　助　教　授／蒲　　和重�
　助　教　授／伊藤　勝巳�
〔法経学部〕�
　教　　　授／九鬼　一人�
　教　　　授／三浦　正広�
　教　　　授／多田憲一郎�
〔事務局〕�
　次　　　長／仁科　昭宣�
〔総務企画課〕�
　課長補佐／筒井　彦安�
〔会計課〕�
　主　　　任／上野山　剛�
〔施設課〕�
　主　　　任／大橋　俊充�
〔教務課〕�
　係　　　長／瓜生　清子�
新　任�
　副　学　長／川本　和明�
〔法経研究科〕�
　法学研究科長／西浦　　公�
〔経済学研究科〕�
　経済学研究科長／安居　　洋�
〔法経学部〕�
　経済学科長／梅原　嘉介�
〔教務部〕�
　副　部　長／井上　倫明�
　次　　　長／両角　成広�
配置換え�
〔教務課〕�
　事務職員／三宅　英児�
〔学生課〕�
　事務職員／木村　憲治�
〔留学生課〕�
　係　　　長／赤木　富子�
〔入試広報課〕�
　係　　　長／大倉　京子�
〔附属図書館〕�
　主　　　任／藤岡　　彰�
〔社会総合研究所〕�
　主　　　任／伍賀　千惠�
　事務職員／中村　　裕�

私は港町大連から参りました李素萍と申します。私につい
てあなたの中国語も上達できると信じております。�

り    そ  へい�

科　　目 �
学生生徒等納付金収入 �
手 数 料 収 入  �
寄 付 金 収 入  �
補 助 金 収 入  �
資 産 運 用 収 入  �
事 業 収 入  �
雑 収 入  �
収 入 の 部 合 計  �

予　　算 �
 2,631,490�
 30,616�
 28,538�
 275,838�
 3,654�
 1,500�
 71,302�

 3,042,938

決　　算  �
 2,628,424�

30,067�
21,264�
283,625�
2,770�
2,057�
70,623�

3,038,830

差　　異   �
 3,066�
549�

7,274�
△7,787�

884�
△557�
679�

4,108

資金収支内訳表�
平成15年4月1日から平成16年3月31日まで�■収入の部� （単位：千円）�

科　　目 �
学生生徒等納付金 �
手 数 料  �
寄 付 金  �
補 助 金  �
資 産 運 用 収 入  �
事 業 収 入  �
雑 収 入  �
帰 属 収 入 合 計  �
基本金組入額合計 �
消費収入の部合計 �

予　　算 �
 2,631,490�

30,616�
28,538�
275,838�
3,654�
1,500�
71,302�

3,042,938�
△72,554�
2,970,384

決　　算  �
 2,628,424�

30,067�
21,264�
283,625�
2,770�
2,057�
70,623�

3,038,830�
△30,589�
3,008,241

差　　異   �
 3,066�
549�

7,274�
△7,787�

884�
△557�
679�

4,108�
△41,965�
△37,857

消費収支内訳表�
平成15年4月1日から平成16年3月31日まで�■収入の部� （単位：千円）�

科　　目 �
人 件 費  �
教 育 研 究 経 費  �
管 理 経 費  �
借 入 金 等 利 息  �
資 産 処 分 差 額 �
消費支出の部　合計 

 

�

予　　算 �
 1,383,994�
566,924�
177,436�
15,513�

�
2,143,867

決　　算  �
 1,399,287�
491,480�
143,942�
15,512�
9,178�

2,059,399

差　　異   �
 △15,293�
75,444�
33,494�

1�
△9,178�
84,468

消費収支内訳表�
平成15年4月1日から平成16年3月31日まで�■支出の部� （単位：千円）�

科　　目 �
人 件 費 支 出  �
教育研究経費支出 �
管 理 経 費 支 出  �
借入金等利息支出 �
借入金等返済支出 �
施 設 関 係 支 出  �
設 備 関 係 支 出  �
支 出 の 部 合 計 �

予　　算 �
 1,395,364�
395,140�
159,072�
15,513�
48,500�
576�

73,218�
2,087,383

決　　算  �
 1,384,053�
328,750�
132,641�
15,512�
48,500�
2,570�
54,208�

1,966,234

差　　異   �
 11,311�
66,390�
26,431�

1�
�

△1,994�
19,010�
121,149

資金収支内訳表�
平成15年4月1日から平成16年3月31日まで�■支出の部� （単位：千円）�
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平成１７年度入試日程�

ホームページをリニューアル�岡山商科大学�
2004オープンキャンパス�
開催�

　本学ホームページ（http://www.osu.ac.�

jp/）が４月からリニューアルされました。�

　「蒔かれた種が芽生え、成長し大樹に至る。

白鳥がはばたき遙か彼方まで飛翔する」ト

ップ画面にはさまざまな想いを込めました。�

　今回の大きな目玉は、学生と教員、双方

向の情報交換が可能となる「講義掲示板」

が開設されたことです。学内掲示に頼らざ

るを得なかったレポートなどの課題、休講

情報が掲

載される

ほか、受

講者と教

員のコミ

ュニケー

ション機

能も備え

ています。

本格稼動に向け現在準備中です。�

　新生商大の象徴としてのホームページ。

是非一度訪れてみてください。�

「商大レビュー」発刊�
「商大レビュー」第13号が完成しました。

社会総合研究所の活動を中心に、平成15

年度の社会総合研究所における岡山商科

大学の動きが、この１冊に集約されてい

ます。�

　ご希望の

方には、社

会総合研究

所（図書館

６階）で無

料配布して

おります。

是非ご一読

ください。�

「宿場と街道―五街道入門―」�
児玉幸多　著・東京美術発行（１９８６）�

　いつの時代も“旅人”に与える“時間とゆとり”の創出は，日進月歩
にたゆまなく開発され改善されています。今回紹介させていただくのは、

近世の五街道の施設や運用の大要を紹介する『宿場と街道―五街道入門―』（児玉幸多　著）です。江戸
時代の初期に幕府が統制した交通システムを、大きく４章に分けて案内しています。�
　この時代にも旅行者に便利になるように、種々の工夫がされていることが
わかり興味を引きます。例えば，皆さんも田舎の道や神社仏閣の近くを散策
している時に“常夜灯”や“道標”を見たことがありませんか。昔の石物で
も何かホットと心が和む施設だと私は思うのですが、この本には詳しく石物
の役割が記述されています。この他にも、ちょっと聞き慣れない“雲助”や“助
郷”など紹介、街道で繰り広げられる人間模様など、興味の泉は尽きません。
旅行好きな方や、留学生の方に是非読んでいただきたいと思います。読むこ
とにより“発見”があります。�

興味深い街道の歴史、�
繰り広げられる人間模様の妙！〈図書館〉�

　商大学歌は故本学名誉教授 有本芳
水先生の詞に野上義臣氏が付曲し、
昭和42年の大学祭で初めて音になっ
た。「白鷺」はその一番の歌詞に歌
われる。開学当時を知る人は、「そ
の自然に育まれた様子がありありと
浮かぶ」という。素朴な生態の鳥「白
鷺」に今日に至るまでの歴史が重なり、
美しいハーモニーを奏でる。�

「白鷺」�
しら    さぎ�

編集後記�

●ご意見・ご感想等は、総務企画課学報担当まで�E－Mail／gakuho@po.osu.ac.jp

3

イチオシ！

試　験　場�

本 学
�

�
下記Ａ日程試験会場参照�
本 学�

合格発表�

10月22日（金）
�

�

11月12日（金）�

試験日�
10月16日（土）�
10月17日（日）�
11月 6日（土）�
11月 7日（日）�

出願期間�

9月27日（月）～10月 8日（金）�
�

10月18日（月）～10月29日（金）
�

�

学　　部�
�

商学部・法学部・経済学部�

入試区分 �
指 定 校 推 薦 �
専 門 能 力 推 薦 �

一般公募制推薦
　 Ａ日程�

 　　　　　　　   Ｂ日程�

下記ＡＢ日程試験会場参照�
�

本 学�

2月 9日（水）�
�

2月25日（金）�
3月11日（金）�

2月 1日（火）�
2月 2日（水）�
2月19日（土）�
3月 7日（月）�

1月 6日（木）～ 1月24日（月）
�

�
1月31日（月）～ 2月14日（月）�
2月18日（金）～ 3月 1日（火）�

�

商学部・法学部・経済学部�

一般Ⅰ期　　　　 Ａ日程�
 　　　　　　　　Ｂ日程�
 　　　　　　　　Ｃ日程�
一般Ⅱ期 �

─�
2月 9日（水）�
3月18日（金）�

個別試験は課さない�
�

1月 6日（木）～ 1月31日（月）�
2月18日（金）～ 3月10日（木）�

商学部・法学部・経済学部�
大学入試センター
試 験 利 用 入 試�

Ⅰ期�
Ⅱ期�

〔一般公募制推薦　Ａ日程会場〕本学・福山・高松・松山・米子�

〔一般Ⅰ期　Ａ・Ｂ日程試験会場〕本学・大阪・姫路・福山・広島・下関・松江・高松・徳島・松山・高知・福岡�

推 薦 入 試�

一 般 入 試�

センター利用入試�

日程／７月２４日（土）�
　　　８月６日（金）�
　　　８月２１日（土）�
時間／１０：００～１６：００�

〒７００－８６０１  岡山市津島京町２丁目１０－１�
TEL.０８６－２５６－６６５２  FAX.０８６－２５５－６９４７�
E-mail  nyusi@osu.ac.jp�

http://www.osu.ac.jp/

　皆さんのお手元に届く頃にはもう
梅雨が明けているでしょうか？s学
報もご覧のとおり装いを一新！最新
の学内の情報を、生き生きと皆様に

お伝えできればと思います。s今回
から「商大よろず掲示板」というコ
ーナを設けました。学内だけではな
く商大学報を手にされる方、すべて

の方からいろいろな情報をお待ちし
ています。「コール＆レスポンス」
そんな交流の場にしていきたいです。
どうぞよろしく（O）�


